と 思った からで ある。 街道に 沿うた 松 並木の 影の 中 を 

この 椎茸が 二 ヨキく と 飛んで 行く のが ドンナに 可 笑 

しかったろう。 朝 はこの 椎茸が 恐ろしく 長くて、 露に 

しめった 道 傍の 草の 上 を 大蛇の ようにう ねつ て 行く。 

どうかす ると この 影が 小川へ 飛込んで 見え なくなった 

と 思う と、 不意 に 向う の 岸 の 野菊 の 中から 頭 を 出す。 

ど て すすき 

出す かと 思う と 一 飛びに 土 堤 を 飛越え てまた 芒 の 上 

を チラ リ /\ して 行く。 なお 面白 いのは 日が 高くなる 

につれ て 椎茸が 次第に 縮んで、 おしまいに はもう 椎茸 

とも 何とも 分らぬ ものに なって 石ころ 道の 上 を 飛び 飛 

び 転がって 行く。 少し 厭き 気味に なると 父上に 謡 を 



うたえの 話 をせ よのと ねだ つ ている うちに 日が 西に 傾 

く。 しかし 今度 は 朝の ような 工合に 行かぬ。 大体が 西 

を 向いて 行く ので あるから、 椎茸 は 車の 右 脇へ 頭 を 出 

したり 左へ 出したり。 どうかす ると 自分の 脚の 上へ 来 

るので キヤ ッ/^ と 大騒ぎ をす る。 こんな 坊 チヤ マ を 

膝へ 乗せた 父上 も 大概な 事ではなかった らしい が、 椎 

茸 も トン ダ 目に会つ たもの だ。 この 椎茸 少々 宜しから 

ぬ 事が あって 途中から 免職に なった の はよ かった が、 

その後 任の 爺さんが ド— モ 椎茸でなかった ので 坊 チヤ 

ン 一通りの 不平で ない。 これに はさす がの 両親 も 持て 

余した と 云う。 



(明治 三十 三年 九月 『ホ トトギ ス』) 
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